
   平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

 
学 校 名 郡上市立那留小学校 

実施期間 平成２６年１１月１６日（日） 

実施概要 

 ○学習発表会 
  ・４月からの総合的な学習の時間や教科の学習を通して学んだことを、学年ごと 

に発表内容や発表方法を工夫して、保護者や地域の方々の前で発表した。 
 ○ひびきあいの発表 

  ・学習発表会の日を「那留小ひびきあいの日」と設定し、人権に関わる継続的な 

取組を発表する中で互いを認め合い、保護者や地域へ人権教育の大切さを広め 

た。 

実施内容 

学習・取組の分野 

 ☑自然    ☑歴史    ☑文化    ☑産業    ☑その他 

公開の方法 

□授業公開 ☑成果発表 □交流活動 □講演会等 

□地域行事参加等 ☑その他 

来校者数 

保 護 者 ６０     人 

計   １００   人 

地域関係者 ４０     人 

実施状況 

○学習発表会 

○ひびきあいの日の取り組みとして、人権に関わるひとりひとりのよさを広げる活動

の様子を発表しあったり、黄色いリボン運動の発表をしたりした。 

３年 社会・音楽 那留の昔話    （社会・音楽の学習内容を生かした発表） 

１年 
国語・ 

外国語活動 
大きなかぶ    （国語の学習内容を英語で表現した発表） 

２年 国語 黄色いバケツ         （国語学習の発表） 

５年 国語 影絵 大造じいさんとガン   （国語学習の発表） 

４年 社会 安心して安全にくらすための工夫（社会科学習の発表） 

６年 国語 注文の多い料理店       （国語学習の発表） 

全校 全校合唱 世界が一つになったら   （全校音楽活動の発表） 

成果及び課題 

 

○学習発表会を通して、保護者や地域の方々に日頃の教育活動の成果を十分観ていた

だいた。また、「子どもたちが学んだことを伝えようと、一生懸命発表する姿に感動

した。」という感想をいただいた。 

○今年度は、３年生の「那留の昔話」と４年生の「安心して安全にくらすための工夫」

で地域に出かけて調べてきたことを発表した。発表を通して、全校児童及び地域の

方々が、ふるさとのよさを改めて再発見する機会となった。 

○日頃の学習の成果を発表する場として位置付け、学年ごとに発表内容や発表方法を

工夫して取り組むことができた。 

△今年は国語学習の成果としての発表が多かったが、学習の成果として何を伝えたい

のかという点がやや曖昧な学年もあった。学習で培ってきた力を明確に伝えられる

発表にできるよう方策を工夫していきたい。 

 


